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論文要旨  

 

 本 論 文 は， 予 備 校 生の 健 や かな メ ン タ ルヘ ル ス や順 調 な 学 習活 動 に寄

与す べ く ，学 習 課 題 の先 延 ば しと そ の 後 の情 緒 ， 行動 再 開 の メカ ニ ズム

につ い て 究明 し よ う とす る も ので あ り ， 次の ４ つ の研 究 か ら 構成 さ れ

る。 す べ て， 調 査 対 象は 予 備 校生 で あ る 。  

 研 究 １ は，「 予備 校生 版 課 題先 延 ば し 行動 尺 度 （ P B S -P）」 の開 発 で あ

る。 予 備 調査 で 得 ら れた 「 暫 定版 予 備 校 生課 題 先 延ば し 尺 度 」 15 項 目

につ い て ，本 調 査 に おい て 探 索的 因 子 分 析を 行 っ た結 果 ， 第 １因 子 「随

意的 課 題 の遅 延 」 ６ 項目 と ， 第２ 因 子 「 時限 的 必 須的 課 題 の 遅延 」 5 項

目の ２ 因 子構 造 か ら なる 「 予 備校 生 課 題 先延 ば し 行動 尺 度 （ P B S - P）」

が作 成 さ れた 。 確 認 的因 子 分 析の 結 果 ， まず ま ず の適 合 度 が 得ら れ ，信

頼性 （ 内 的整 合 性 )及び 妥 当 性（ 因 子 的 妥当 性 ， 併存 的 妥 当 性） が 確 認

され た 。  

 研 究 ２ は， 予 備 校 生の 課 題 先延 ば し 行 動と 完 全 主義 の 関 連 につ い ての

研究 で あ る。 研 究 １ で開 発 さ れた P B S -P と「 完 全 主義 の 認 知 を多 次 元

で測 定 す る尺 度 （ M P C I）」 を 用い て 質 問 紙調 査 を 行っ た 。 そ の結 果 ， 従

来の 研 究 では 先 延 ば し傾 向 は 完全 主 義 と 関連 す る とさ れ て き たの に 対

し， 予 備 校生 の 先 延 ばし 行 動 と完 全 主 義 には 関 連 が認 め ら れ なか っ た。  

 研 究 ３ は， 予 備 校 生の 課 題 先延 ば し 行 動に 対 す る深 刻 度 と 完全 主 義の

関連 に つ いて の 研 究 であ る 。 P B S -P の 各 項目 に 加 え， そ れ ぞ れが 自 身 に

とっ て 深 刻な 問 題 か を問 い ， 完全 主 義 と の関 連 を 調査 し た 。 その 結 果，

MP C I を 構成 す る 「 高目 標 設 置（ P S）」「 完全 性 追 求（ P P）」「 ミス へ の と

らわ れ （ C M）」 の う ち， P P と C M が 予 備校 生 の 先延 ば し 行 動の 深 刻 度

と関 連 す るこ と が わ かっ た 。  



 研 究 ４ は， 予 備 校 生の 課 題 先延 ば し 行 動の 頻 度 ・深 刻 度 と ，  完 全主

義及 び 自 己調 整 力 の 関連 ，  先 延 ば し中 の気 分 と その 後 の 行 動に つ い て

の研 究 で ある 。 研 究 ３で 用 い た質 問 紙 に 加え て 「 自己 調 整 学 習方 略 尺

度」， さら に 先 延ば しし て い る時 の 気 分 とそ の 後 の行 動 に つ いて 尋 ね る

質問 紙 を 用い て 調 査 した 。 そ の結 果 ， ① 予備 校 生 の先 延 ば し 行動 と 自己

調整 学 習 方略 尺 度 の 「モ ニ タ リン グ 方 略 」「 プ ラン ニ ン グ方 略」 に は 負

の相 関 が ある こ と ， ②先 延 ば しの 深 刻 度 と先 延 ば し中 の 気 分 「不 安 」

「落 ち 込 み」「 いら だち 」 に は正 の 相 関 があ る こ と， ③ P P と C M は 「 不

安」「 落ち 込 み」「 い らだ ち 」 に直 接 的 に 影響 を 及 ぼす と と も に， 先 延ば

しの 深 刻 度が ア ウ ト カム を 増 幅す る 可 能 性が あ る こと ， ④ 先 延ば し 後の

行動 再 開 には ， 完 全 主義 の P P や 自己 調 整学 習 方 略の 「 認 知 的方 略 」

「モ ニ タ リン グ 方 略 」が 影 響 して い る 可 能性 が あ るこ と な ど がわ か っ

た。  

 こ れ ら の研 究 に よ り， P B S -P を 用 い る こと で 予 備校 生 の 課 題先 延 ば し

状況 を 「 随意 的 課 題 の遅 延 」 と「 時 限 的 必須 的 課 題の 遅 延 」 の２ つ の観

点か ら 測 定し ， 心 理 教育 プ ロ グラ ム を 立 案・ 実 施 する と と も に， 効 果を

測定 し て 評価 す る こ とが 可 能 にな る と 思 われ る 。  

また ， 受 験の 失 敗 と いう 傷 と ，志 望 校 へ の挑 戦 と いう 意 欲 を 持ち 合

わせ る と いう 特 徴 を 持つ 予 備 校生 に 対 し ては ， メ タ認 知 的 な 方略 を 用い

るこ と で 先延 ば し の 頻度 自 体 を軽 減 さ せ るこ と に 加え ， 彼 ら の意 欲 も大

切に し つ つ失 敗 恐 怖 の軽 減 や 現実 的 な 目 標設 定 の サポ ー ト を 行う と いう

サポ ー ト のあ り 方 が 重要 で あ ると 考 え ら れた 。  

 


